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１月1日 （19時）日本防災士会福井県支部長、(20時)新潟県支部事務局長と連絡

1月2日 （午前） 福井県支部事務局長、石川県支部事務局長と連絡 日本防災士会副理事長と連絡
長野県支部役員へメール

1月3日 （午前） 日本防災士会本部・広報担当と連絡 NHK長野放送局より取材依頼
（夜） 地区協議会役員（大久保、宇佐美、梨子田）三者協議 ⇒ 先遣隊と義援物資搬送を決定

1月4日 （朝） 長野県支部役員会に義援物資搬送を周知 石川県支部から要請物資について聞き取り
長野県北アルプス振興局へ「災害派遣従事車両」申請準備
午後から会員一斉メール、SNS活用しながら物資の協力依頼（紙おむつ、ウエットティッシュ）

（夕方） NHK「イブニング信州」 出演(大久保)

1月5日 （午前） 県内5地区ブロックから義援物資集積 （夜）車両へ積込完了21時

1月6日 石川県白山市 石川県支部へ物資届ける2人 今後に向けた打合せ
〈1.5次避難所〉 いしかわ総合スポーツセンターへの人的支援要請を受ける
七尾市役所、小丸山小学校避難所を視察しながら帰路へ

1月7日 いしかわ総合スポーツセンターへの人的支援準備 （5名） ⇒ 8日朝、大雪のため延期・待機

1月13日～24日 珠洲市正院小学校・避難所支援 … 24日まで延べ22人が支援 （第1陣～第3陣）

1月20日～25日 長野県社協「ふくしチーム」と連携支援 能登町 延べ5人が支援

令和6年能登半島地震 2024年1月1日～1月31日 日本防災士会長野県支部 活動報告

先遣隊



1月18日～ 日本防災士会 本部 能登半島地震災害対応部会(12名)に召集される
部会長：室崎益輝 理事長 ＜大久保・週1回開催→月1回開催→現在に至る＞

2月1日～29日 珠洲市正院小学校・蛸島小学校における避難所支援 仮設住宅の困りごとにも対応
ならびに珠洲市災害ボランティアセンターの作業支援
1日も切れ目なく、15名で延べ76人が支援 （第4陣～第15陣）

2月19日～23日 長野県社協「ふくしチーム」と連携支援 能登町 延べ5人が支援

3月9日～31日 珠洲市正院小学校・避難所支援 延べ41人が支援 （第16陣～第24陣）
＜1～3月＞ 総数149人 (151人)

4月12日～4月30日 珠洲市正院小学校ほか・避難所支援 延べ12人が支援 （第25陣～第27陣）
＜1～4月＞ 総数161人 (163人)

令和6年能登半島地震 2024年2月1日～4月30日 日本防災士会長野県支部 活動報告

思いが先、形はあと❕





Ｒ6 能登半島地震 避難所支援活動

☆珠洲市高齢化率

51.1％ (2022年)

高齢者が過半数＝「限界集落」

令和6年4月1日現在

〖 高齢化率〗

長野県平均 33.1％

上田市 31.2％ (12/1)

大町市 40.0％
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避難所 T K B + Ｗ

Ｔ：トイレ
安心して利用できるトイレの環境を確保する

Ｋ：キッチン（食）
温かい食事を確保する ➡ 炊き出しによる食事の提供
キッチンカーを運営する業者と災害時の協定を結ぶなど

Ｂ：ベッド
ダンボールベッド（高さ35㎝）など暖かくして過ごす

Ｗ：ウォーム（暖房）
暖房機器を確保する



避難所の運営者は…？

避難者

施設職員

地元ボランティア
県内のNPO等
県外のNPO等

自治体の職員

運営の主体

施設の指導
サポート

行政との調整

自治体の職員

男女のバランス

正院小学校の場合



避難所の使命・目的(ミッション)とは？

①被災者の「 命 」 を守ること
「生活」を守ること

②被災者の「尊厳」を守ること
「人格」を尊重すること

支援者側の使命でもある！！

ＴＫＢを

快適に!



避難所運営で求められるものは？

①避難所ミッション達成のためには
「 柔軟な発想や臨機応変な考え方」

で対応することが重要

②避難所運営者を含めた被災者の「困りごと」
の解決 （疲労・ストレス・不安）

＜心のケア、プライバシー、孤独、コミュニケーション(人間関係)＞



✨✨防災は 思いやり 知識 は 力 なり・・・✨✨ by 大久保隆志

「思いやり」・・・他人の気持ちや立場に配慮すること
「思いやる」・・・困っている人を助けたり、感謝の言葉を伝

えたり、相手の意見を尊重したりすること

※「自分の命は自分で守る」 ☞☞☞ 「まわりの人を助ける」

『みんなでみんなを助ける』

思いやり ＋ 知識 ＋ イメージ ⇒ 
知恵（創意工夫） ＋ 行動 ⇒ 『みんなで助かる』

防災は みんなが幸せになるため の
「まちづくり」「ひとづくり」



災害への備え 災害時には・・・

普段やっていることしかできない!!

優先順位をきめて備える・訓練する

普段やっていることも満足にできない!!

普段やっていないことは絶対にできない!!
〖ご清聴ありがとうございました〗


